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キャリアセンターの現状についての説明
-キャリア教育・就職活動を知る。-

2018年度教育懇談会 関川 伸哉

最近の本学の就職状況（就職率）

 H29年度（98.2%）

 H28年度（97.8%）

 H27年度（96.9%）

 H26年度（96.3％）

 H25年度（95.7%）

2018年度の大卒求人倍率1.88倍（昨年1.78倍）

中小企業では9.91倍

1. はじめに

就職後のキャリアが重要

1. はじめに

“そもそもキャリアとは！？”

厚生労働省『キャリア形成を支援する労働市場政策研究会』報告書より一部抜粋・一部改変

出世・仕事等の結果を指す言葉ではない

仕事を通した「生き方」そのもの（連なりや積み重ね）を指す

No!

1. はじめに

2011年4月に大学設置基準で，「キャリア教育の義務化」

キャリア教育は，大学教育の根幹に位置づける

キャリア教育を通して学生へと成長させ，社会で活躍できる人材育成

キャリア教育本来の理念に立返った理解の共有が重要（文科省）

（就職率等の数値のみでは測れない：卒業生の活躍が鍵）

キャリア教育とは？

2. キャリア教育

キャリア教育 ☛ 答えを探す・見つける力（就業力）

 現代はインターネット環境の普及等で情報入手が容易

 実体験や生活体験が著しく乏しいといわれている

 本来，様々な経験により生きていく力や知恵※を習得

 多様な生き方や価値観に触れ，経験し，感じることで初めて“考える”

 正解主義 ☛ 修正主義（自ら新たな仮説の設定）

 修正主義 ☛ 納得解を生み出す力の涵養

※深い知識（正しい物事を認識し判断する能力）

2. キャリア教育

キャリア教育と職業教育

文部科学省中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」より一部抜粋・一部改変

キャリア教育 職業教育

社会的・職業的自立に向け必要
な基盤となる能力や態度を育成

一定又は特定の職業に従事する
為に必要な知識、技能、能力や
態度を育成

特定の活動や指導方法に限定さ
れるものではなく様々な教育活
動を通して実践される

多様な気付きや発見を得させる
（実践する）ことが重要

社会の変化に応じ，多様な職業
に対応し得る能力の育成が重要

特定の専門的な知識・技能の育
成＋必要な能力や態度の育成

職業に従事するための教育生涯にわたり自分らしく生きるための教育



3. 本学のキャリア教育

本学入学者の約1/4の学生が，明確な目標を持たないまま入学

但し，自分を成長させたい，社会に出る自信を高めたいと考えている（入

学後の実践的・継続的な学びへ期待している）！

大学生活で，興味が喚起され目が輝く「教育的瞬間」

今の学びが社会と繋がっていることを知る

外部からの組織的・体系的な働きかけが不可欠（文科省）

2016年東北福祉大学学内アンケート結果より一部抜歯
リクルート進学総研 「就業力」をどう育成するかから一部抜粋・一部改変

3. 本学のキャリア教育

社会が求める人材像と必要な資質・能力

① 変化の激しい社会で，課題を見出し，チームで協力して解決する力

（正解 ☛ 納得解へ）

② 困難から逃げずにそれに向き合い，乗り越える力

（挑戦し，失敗から学ぶ）

③ 多様性を尊重し，異文化を受け入れながら組織力を高める力

（国を超えてチームで働く）

④ 価値観の異なる相手とも双方向で真摯に学び合う対話力

（世代や文化を超えたコミ力）

2016年3月の経済同友会「これからの企業・社会がもとめる人材像と大学への期待」

3. 本学のキャリア教育 4. 就職課活動の現状について

現状の就職活動（基本編）

 3年生の3月１日に就職活動（説明会等）スタート

スタートと同時にエントリーも開始

リクルートキャリア（2018/05/16）

 5/1時点の内定率42.8%（昨年は35.1％）☜ 2ヵ月勝負！

 7/1時点では，78.6％（昨年）と約8割が内定

インターンシップ

5. まとめ

キャリアセンターは，何をするところ？

学生さん達の将来の仕事・働く事に関わる総合支援部署です！

1年生から，将来の仕事・働く事を一緒に考える部署です

就職成功の近道は大学のキャリアセンターの活用（東洋経済）

5. まとめ

キャリアセンターは，何をするところ？

学生さん達の将来の仕事・働く事に関わる総合支援部署です！

 “将来，何をしたいのかわからない…”

 “入学はしたけど，将来どんな仕事に就けるの…”

 “先輩達は，どんなところで活躍しているの？”

 “〇〇を目指しているけど，どんな準備をすればいいの？”

 “〇〇を目指しているけど，求人はあるの？”

 “福祉の学びは，どんなところで活かせるの？”

 “〇〇学科に入学したので，就職も〇〇関係？”

等々


